
（様式２）

2020年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」

事業実施報告書

道府県・政令市名【 静岡県 】

学校名【 裾野市立東小学校 】

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）

２実施対象者

（学年･人数）

対象：全校児童６２１人

３展開の形式 （１）学校における活動

① 教科名（ ）

② 行事名（ ）

③ その他（オリ・パラ関連グッズの展示コーナー設置）

（２）地域における活動

① イベント名（ ）

② その他 （ ）

４ 目 標

（ねらい）

・オリンピック、パラリンピック関連グッズの展示コーナーを校

内に設置することで、オリンピック、パラリンピックへの興味

関心を高め、機運の醸成を図る。

・オリンピック、パラリンピック関連書籍を、子供たちがすぐに

手に取れる場所に置き、興味関心を高める。

５ 取組内容 ・校内に「オリ・パラロード」を設置し、そこを通るたびに、オ

リンピック、パラリンピックを身近に感じられるようにした。

・展示グッズは少しずつ増やすようにし、変化を持たせるように

した。

＜ロード全景＞ ＜出場予定国地図＞ ＜競技会場地図＞

＜出場予定国国旗＞ ＜エンブレム紹介＞ ＜マスコット＞

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成



６ 主な成果 ・オリンピック、パラリンピックの開催が延期になったが、展示

コーナーの展示物を少しずつ増やしていくことで、興味・関心

を持続することができた。

７実践において

工夫した点

（事業の特色）

・展示コーナーの設置については、地域学校協働本部事業の一

つとして取り組んだこともあり、関連グッズを地域からも借

り受けることができた。

・展示物の製作や展示の作業は、本校家庭教育学級生が中心と

なって行った。家庭教育学級生は保護者の一部ではあるが、

携わった方から、興味・関心が多くの保護者へ広がっていく

ことも期待した。

８主な課題等 ・一学年の人数が多く、コロナ禍でのオリンピアンとの交流活動

の実施に影響があった。オンラインの活用等での対応も検討し

たが、「間近で本物に触れる」という教育的効果を優先したこ

ともあり実施を見送った。学校規模、児童数、そして新型コロ

ナ対応を踏まえた効果的な計画の立案に課題がある。

９来年度以降の

実施予定

・新型コロナ対応のため、今年度実施できなかったオリンピアン

を招いての交流活動を実施したいと考えている。

（齊藤信治さん、高桑健さん）

・展示コーナーはそのまま据え置き、地域の方にも見ていただけ

るように働き掛けをして行く予定。


